
(57)【要約】

【課題】環境を悪化させず作業効率のよいコンクリート

体の掘削方法を提供する。

【解決手段】コンクリート体１の切羽３にコアボーリン

グによりコ字型に連続孔４を削孔する第１工程と、前記

連続孔４のコ字型両端間に単独孔５を削孔する第２工程

と、前記単独孔５に油圧ジャッキを挿入して前記コ字型

両端間を連絡する亀裂８を形成するとともに前記連続孔

４の底部を含む亀裂９を形成し、前記連続孔４及び前記

２つの亀裂８、９によりコンクリート塊６を切り出す第

３工程とからなるコンクリートの掘削方法である。連続

孔４、亀裂８、及び亀裂９によりコンクリート塊６をブ

ロック状に切り出すことができるので、コンクリート塊

６を破砕する手間がなく効率よくコンクリート体１を掘

削することができる。また騒音や振動、粉塵の発生を抑

えることができる。

【選択図】　　　図１

JP 2004-270295 A 2004.9.30



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ク リ ー ト 体 の 切 羽 に コ ア ボ ー リ ン グ に よ り コ 字 型 に 連 続 孔 を 削 孔 す る 第 １ 工 程 と 、
前 記 連 続 孔 の コ 字 型 両 端 間 に 単 独 孔 を 削 孔 す る 第 ２ 工 程 と 、
前 記 単 独 孔 に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 挿 入 し て 前 記 コ 字 型 両 端 間 を 連 絡 す る 亀 裂 を 形 成 す る と と も
に 前 記 連 続 孔 の 底 部 を 含 む 亀 裂 を 形 成 し 、 前 記 連 続 孔 及 び 前 記 ２ つ の 亀 裂 に よ り 囲 ま れ る
コ ン ク リ ー ト 塊 を 切 り 出 す 第 ３ 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 体 の 掘 削 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
コ ン ク リ ー ト 体 の 切 羽 に コ ア ボ ー リ ン グ に よ り コ 字 型 に 連 続 孔 を 削 孔 す る 第 １ 工 程 と 、
前 記 連 続 孔 の 底 部 に ワ イ ヤ ー ソ ー を 挿 入 し 、 コ 字 型 に 囲 ま れ た コ ン ク リ ー ト 塊 を ワ イ ヤ ー
ソ ー で 楔 形 に 切 断 す る 第 ２ 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 体 の 掘 削 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 既 設 コ ン ク リ ー ト ダ ム に 取 水 設 備 や 放 流 設 備 等 を 増 設 し た り 改 良 し た り す る 再 開 発
が 進 め ら れ て お り 、 既 設 コ ン ク リ ー ト ダ ム 堤 体 に 新 た に 削 孔 す る 工 事 が 行 わ れ て い る 。 取
水 口 や 放 流 管 等 と な る 空 洞 を ダ ム 堤 体 に 削 孔 す る に は 、 自 由 断 面 ト ン ネ ル 掘 削 機 に よ り 掘
削 す る こ と が 多 い 。 こ の 方 法 は 施 工 性 に 優 れ 、 施 工 期 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 切 羽 の 外 周 に 沿 っ て コ ア ボ ー リ ン グ 装 置 で 小 さ な 連 続 孔 を 穿 孔 し て 内 部 の コ ン ク リ
ー ト を 堤 体 か ら 切 り 離 し て 衝 撃 や 振 動 の 影 響 を ダ ム 堤 体 に 与 え な い よ う に し 、 そ の 後 内 部
の コ ン ク リ ー ト を ブ レ ー カ ー で 破 砕 し 、 破 片 を 搬 出 す る と い う 方 法 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 静 的 破 砕 材 を 用 い て コ ン ク リ ー ト 体 の 上 部 を ブ ロ ッ ク 状 に 切 り 出 す 方 法 も あ っ た （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ９ ９ ２ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 自 由 断 面 ト ン ネ ル 掘 削 機 に よ る 工 法 は 工 事 費 が 高 く な る 。 ま た ブ レ ー カ ー で 破 砕
を 行 う 場 合 に は 、 騒 音 や 振 動 、 粉 塵 が 生 じ 環 境 を 悪 化 さ せ る 恐 れ が あ っ た 。 ま た コ ン ク リ
ー ト を 細 か く 砕 く の で 掘 削 速 度 が 遅 く 、 さ ら に 細 か い 破 片 を か き 集 め て 撤 去 す る 必 要 が あ
り 、 作 業 が 煩 雑 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
コ ン ク リ ー ト を ブ ロ ッ ク 状 に 切 り 出 し 撤 去 す る 方 法 で は 、 ブ レ ー カ ー を 使 用 し な い の で 騒
音 や 振 動 、 粉 塵 が 抑 え ら れ る と と も に 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 特 許 文
献 １ の 方 法 は コ ン ク リ ー ト の 構 造 物 を 外 周 か ら 切 り 出 す た め 、 ダ ム 堤 体 を 削 孔 す る 際 に 直
接 適 用 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 環 境 を 悪 化 さ せ ず 作 業 効 率 の よ い コ ン ク リ ー ト 体 の 掘 削 方 法 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 体 の 掘 削 方
法 に お い て 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 体 １ の 切 羽 ３ に コ ア ボ ー リ ン グ に よ
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り コ 字 型 に 連 続 孔 ４ を 削 孔 す る 第 １ 工 程 と 、 前 記 連 続 孔 ４ の コ 字 型 両 端 間 に 単 独 孔 ５ を 削
孔 す る 第 ２ 工 程 と 、 前 記 単 独 孔 ５ に 油 圧 ジ ャ ッ キ を 挿 入 し て 前 記 コ 字 型 両 端 間 を 連 絡 す る
亀 裂 ８ を 形 成 す る と と も に 前 記 連 続 孔 ４ の 底 部 を 含 む 亀 裂 ９ を 形 成 し 、 前 記 連 続 孔 ４ 及 び
前 記 ２ つ の 亀 裂 ８ 、 ９ に よ り 囲 ま れ る コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 切 り 出 す 第 ３ 工 程 と か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア ボ ー リ ン グ に よ る コ 字 型 の 連 続 孔 ４ 、 そ の コ 字 型 両
端 間 の 単 独 孔 へ の 油 圧 ジ ャ ッ キ に よ る 亀 裂 ８ 、 及 び 連 続 孔 ４ の 底 部 を 含 む 亀 裂 ９ に よ り コ
ン ク リ ー ト 塊 ６ を ブ ロ ッ ク 状 に 切 り 出 す こ と が で き る の で 、 コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 破 砕 す る
手 間 が な く 効 率 よ く コ ン ク リ ー ト 体 １ を 掘 削 す る こ と が で き る 。 ま た 騒 音 や 振 動 、 粉 塵 の
発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 体 の 掘 削 方 法 に お い て 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に
、 コ ン ク リ ー ト 体 １ の 切 羽 ３ に コ ア ボ ー リ ン グ に よ り コ 字 型 に 連 続 孔 ４ を 削 孔 す る 第 １ 工
程 と 、 前 記 連 続 孔 ４ の 底 部 に ワ イ ヤ ー ソ ー （ ワ イ ヤ ー ７ ） を 挿 入 し 、 コ 字 型 に 囲 ま れ た コ
ン ク リ ー ト 塊 ６ を ワ イ ヤ ー ソ ー ７ で 楔 形 に 切 断 す る 第 ２ 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア ボ ー リ ン グ に よ る コ 字 型 の 連 続 孔 ４ か ら ワ イ ヤ ー ソ
ー で コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 楔 形 に 切 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 の 実 施 の 形 態 例 に つ い て 詳 細 に 述 べ る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 方 法 に よ り ダ ム 堤 体 等 の コ ン ク リ ー ト 体 １ の 一 部 を 取 り 壊 し て 生 じ た 空
洞 ２ の 切 羽 ３ 付 近 を 示 す 図 で あ る 。 図 で は 空 洞 ２ は 高 さ 約 ２ ｍ 、 幅 約 ２ ｍ の 方 形 で あ る 。
切 羽 ３ の 掘 削 方 向 に は 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ が 破 線 で 示 さ れ て い る 。 な お 、 ダ ム 堤
体 １ の 下 流 側 の 壁 面 に は 削 孔 作 業 を 行 う た め の 図 示 し な い 作 業 架 台 が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 本 発 明 の 第 １ の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 空 洞 ２ の 切 羽 ３ に コ ア ボ ー リ ン グ 装 置 を 用 い て コ 字 型 の 連 続 孔 ４ を 掘 削 す る 。 連 続
孔 ４ は 例 え ば 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 直 径 約 １ ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ の 単 独 孔 を 連 続 し て 穿
孔 す る こ と で 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 連 続 孔 ４ の 両 端 の 間 に 、 １ 個 以 上 の 単 独 孔 ５ を 削 孔 す る 。 単 独 孔 ５ は 直 径 約 １ ５ ０
～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 コ ア ボ ー リ ン グ 装 置 を 用 い て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 油 圧 ジ ャ ッ キ を 単 独 孔 ５ に 挿 入 す る 。 油 圧 ジ ャ ッ キ を 油 圧 で 作 動 さ せ る こ と に よ り
、 小 割 り 破 砕 を 行 い 、 連 続 孔 ４ の コ 字 型 両 端 及 び 単 独 孔 ５ を 連 絡 す る 亀 裂 ８ を 生 じ さ せ る
。 亀 裂 ８ が 生 じ た ら 単 独 孔 ５ に 圧 力 プ レ ー ト を 加 え て 油 圧 ジ ャ ッ キ を 作 動 さ せ る こ と に よ
り 亀 裂 ８ を 押 し 広 げ て い く 。 こ の と き 連 続 孔 ４ の 底 部 を 含 む 面 で 亀 裂 ９ が 生 じ 、 掘 削 す べ
き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ と コ ン ク リ ー ト 体 １ 本 体 と が せ ん 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 コ ン ク リ ー ト 塊 ６ に ケ ミ カ ル ア ン カ ー で あ ら か じ め 取 り 付 け ら れ た Ｕ 字 ボ ル ト を 用
い て 、 空 洞 ２ 内 部 か ら 切 り 出 さ れ た コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 撤 去 す る 。
コ ン ク リ ー ト 塊 ６ が コ ン ク リ ー ト 体 １ か ら 切 り 出 さ れ た せ ん 断 面 は 新 た な 切 羽 ３ と な る 。
以 上 の 作 業 を 繰 り 返 し て コ ン ク リ ー ト 体 １ の 反 対 側 の 壁 面 に 至 る 空 洞 ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に よ れ ば 、 コ 字 型 の 連 続 孔 ４ 、 亀 裂 、 及 び せ ん 断 面 に よ り
コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を ブ ロ ッ ク 状 に 切 り 出 す こ と が で き る の で 、 コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 破 砕 す
る 手 間 が な く 効 率 よ く コ ン ク リ ー ト 体 １ を 掘 削 す る こ と が で き る 。 ま た 騒 音 や 振 動 、 粉 塵
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の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 コ ン ク リ ー ト 体 １ に 形 成 す る 空 洞 ２ の 高 さ ま た は 幅 が ５ ｍ よ り も 大 き い 場 合 に は 一
度 で コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 切 り 出 せ な い と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 切 羽 ３ に 縦 横
に １ ～ ２ ｍ の 間 隔 を あ け て 単 独 孔 ５ を 設 け て 、 複 数 回 に 分 け て 上 記 の 切 り 出 し 作 業 を 行 い
、 所 定 の 大 き さ の コ ン ク リ ー ト 塊 を 切 り 出 せ る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 第 ２ の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に つ い て 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
図 ２ に お い て 、 コ ン ク リ ー ト 体 １ の 一 部 を 取 り 壊 し て 生 じ た 空 洞 ２ の 切 羽 ３ に 、 第 １ の 掘
削 方 法 と 同 様 に し て 連 続 孔 ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 ワ イ ヤ ー ソ ー の ワ イ ヤ ー ７ が 掛 け ら れ た ガ イ ド プ ー リ ー を 連 続 孔 ４ の 奥 ま で 挿 入 し
、 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ の 掘 削 方 向 前 方 の 左 上 端 Ａ 、 左 下 端 Ｂ に そ れ ぞ れ 設 置 す る
。 ま た 、 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ の 掘 削 方 向 後 方 の 右 上 端 Ｃ 、 右 下 端 Ｄ に も 、 同 様 に
ワ イ ヤ ー ７ が 掛 け ら れ た ガ イ ド プ ー リ ー を そ れ ぞ れ 設 置 す る 。
上 記 の よ う に ガ イ ド プ ー リ ー を 設 置 す る と 、 ワ イ ヤ ー ７ は Ｃ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｄ に 設 置 さ れ た ガ
イ ド プ ー リ ー 間 に 張 ら れ て 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 ワ イ ヤ ー ７ を 走 行 さ せ て Ｃ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｄ を 含 む 平 面 で 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６
を 切 断 す る 。 そ の 際 、 Ａ 、 Ｂ に 設 け た ガ イ ド プ ー リ ー は ワ イ ヤ ー ７ が Ｃ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｄ を 含
む 平 面 上 を 動 く よ う に 適 宜 移 動 さ せ る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ー ７ の 張 力 は 一 定 に 保 た れ る よ う 調
節 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
切 断 さ れ た 楔 形 の コ ン ク リ ー ト 塊 ６ は 第 １ の 掘 削 方 法 と 同 様 に 建 設 機 械 で 空 洞 ２ 内 部 か ら
撤 去 す る こ と が で き る 。 ま た 、 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ の 残 さ れ た 楔 形 の 部 分 は 、 第
１ の 掘 削 方 法 と 同 様 に し て 切 り 出 し 、 撤 去 す る こ と が で き る 。 以 上 の 作 業 を 繰 り 返 し て コ
ン ク リ ー ト 体 １ の 反 対 側 の 壁 面 に 至 る 空 洞 ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 ２ の 掘 削 方 法 に よ れ ば 、 空 洞 ２ が 大 き く 掘 削 す べ き コ ン ク リ ー ト 塊 ６ が 一 度 で 切 り 出 せ
な い 場 合 に も 、 ワ イ ヤ ー ソ ー で 楔 形 に 分 割 し て 切 り 出 す こ と が で き 、 油 圧 ジ ャ ッ キ を 使 用
す る 工 程 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 以 上 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 油 圧 ジ ャ ッ キ を 用 い て コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 切 り 出 し
た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 油 圧 ジ ャ ッ キ の 代 わ り に 静 的 破 砕 材 を 用
い て コ ン ク リ ー ト 塊 ６ を 切 り 出 し て も よ い 。 そ の 他 、 ワ イ ヤ ー ソ ー で の コ ン ク リ ー ト 塊 ６
の 切 り 出 し 方 法 等 に つ い て も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア ボ ー リ ン グ に よ る
コ 字 型 の 連 続 孔 、 そ の コ 字 型 両 端 間 の 単 独 孔 へ の 油 圧 ジ ャ ッ キ に よ る 亀 裂 、 及 び 連 続 孔 の
底 部 を 含 む 亀 裂 に よ り コ ン ク リ ー ト 塊 を ブ ロ ッ ク 状 に 切 り 出 す こ と が で き る の で 、 コ ン ク
リ ー ト 塊 を 破 砕 す る 手 間 が な く 効 率 よ く コ ン ク リ ー ト 体 を 掘 削 す る こ と が で き る 。 ま た 騒
音 や 振 動 、 粉 塵 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア ボ ー リ ン グ に よ る コ 字 型 の 連 続 孔 か ら ワ イ ヤ ー ソ ー
で コ ン ク リ ー ト 塊 を 楔 形 に 切 り 出 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に よ り コ ン ク リ ー ト 体 １ に 設 け ら れ た 空 洞 の 形
態 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 平 断 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト の 掘 削 方 法 に よ り コ ン ク リ ー ト 体 １ に 設 け ら れ た 空 洞 の 他
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の 形 態 例 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 水 平 断 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 体
２ 　 　 　 　 　 空 洞
３ 　 　 　 　 　 切 羽
４ 　 　 　 　 　 連 続 孔
５ 　 　 　 　 　 単 独 孔
６ 　 　 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 塊
７ 　 　 　 　 　 ワ イ ヤ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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